



















































ストリートの代表作は1932年にFarber & Faberから出版されたFarmer’s Gloryである。こ
の著書はかれの出版した最初のものであると同時に，イギリスでは非常に長く愛されつづけた

















 First year. Winter-sown corn, either wheat or winter oats.
 Second year. Half in clover for hay, and the other half into rye, winter barley, and vetches for spring sheep 
keep, followed by swedes and kale for winter feeding. The clover was alternated on to the other half every 
four years, as clover will only grow successfully in this district once in eight years.
 Fourth year. Summer roots, usually rape and turnips.
 　容易に想像できるように，Third yearが欠落しているのであって，Little Toller Books版の35頁ではつぎの
ようになっている。
 Second year. Spring corn, oats and barley.
 Third year. Half in clover for hay,……
 　つまり，“Spring corn, oats and barley. Third year.”の部分が欠けているのである。




























７ Street, Farmer’s Glory, p.9. これは同書に収められているJames RebanksのIntroductionで述べられている言。
８ Ibid., Chaps. 20-22.
９ Round the Year on the Farm, p.42.
10 Street, Pamela, My Father, A. G. Street, Robert Hall, 1969（1984）, Chap.7. Wikipediaの<A. G. Street>も参照
のこと。https://en.wikipedia.org/wiki/A._G._Street.
















2月 泥灰土施用 カブ地の耕作 施肥






































































Tom, The Transformation of Rural England: Farming and the Landscape, 1700-1870, University of Exeter 
Press, 2002（rep., 2003），p.18.
４ Wade Martins, Susanna & Tom Williamson, Roots of Change: Farming and the Landscape in East Anglia, 




６ Young, Arthur, The Farmer’s Calendar: Containing the Business Necessary to be Performed on Various Kinds of 



























７ Street, Round the Year on the Farm, pp.35-36. ストリートは引用したように輪作について簡潔に記しているけ








































10 Street, Round the Year on the Farm, p.14.




























13 拙稿「『大英百科事典』にみる19世紀はじめのイギリス農業」36-38頁を参照。表３のPlants Cultivated for 
Roots, Plants Cultivated for Leaves, or both Leaves and Rootsを参照するとわかるように，Beetは大英百科
事典に項目として登場しない。
 　一方，マンゴウルドは＜Root of Scarcity＞として項目だてはされているが，「さらなる実験が待たれる」
という一文でおわっている。Encyclopaedia Britannica, 6th ed. Vol.I, Edinburgh, p.425.
 　なお，1837年刊行の著書の中でバークは，マンゴウルドについてつぎのように説明を施している。「より
適切にはmangold-würzelと名づけられているが，一般にはmangel-würtzelと呼ばれている植物は，ドイツか
らわれわれのところにもたらされたものであり，“the root of scarcity”のタイトルのもと，故レッタム博士
（Dr. Lettsom）によって畑作物としておおよそ50年ほど前にこの国に紹介されたものである……」と。こ
の紹介から判断するに，19世紀はじめの時点では新参の作物だったといえよう。Burke, John French, British 































14 Street, Round the Year, p.26.
15 Ibid., p.26.
１ Burke, op.cit., Vol.2, p.463.
２ Ibid., pp.464-465.
３ Ibid., p.464. このベイクウェルの文言は人口に膾炙していたものとみえて，The Complete Farmer; General Dictionary 






























４ Burke, op.cit., Vol.2, p.465.
５ Defoe, Daniel, A Tour through the Whole Island of Great Britain, Introduction by G. E. H. Cole and D. C. 
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が実施されるまで一晩ごとに羊欄を新しい場所に移動させるものだった
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の上に６インチほどしか土壌がない土地
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どの収量ではないにしても






























８ Scott, Richenda, “Medieval Agriculture,” in A History of the County of Wiltshire, Vol.4, ed. by Elizabeth 





























９ Hare, John, A Prospering Society: Wiltshire in the Later Middle Ages, University of Hertfordshire Press, 
2011, pp.48-49. スコットがsheepfoldと訳した原語はbercariaであると思われるが，たしかにLatham, R. E. 
（Prepared）, Revised Medieval Latin Word-List from British and Irish Sources, OUP, 1965（1973）でもsheepfold
となっているのでまちがいとはいえない。しかし，その実態からみれば，ヘアの訳の方がふさわしいよう
に思う。ちなみに，スコットがpenと訳したものを，ヘアはsheepfoldととらえていた。Hare, A Prospering 
Society, p.68.































11 Ibid., p.467. このバークの説明は，Young, Arthur, General View of the Agriculture of the County of Sussex, 
London 1809, p.349.に依拠して書かれている。





























































１	 Kerridge, Eric, “The Sheepfold in Wiltshire and the Floating of the Water Meadows,” Economic History Review, 2nd 
Ser., Vol.6, 1954. 中世から羊欄そのものは実施されていたとしたら，近世からの白亜丘陵地帯の穀物生産量を飛躍的に増
大させたのは，飼料が欠乏している早春に雌羊と仔羊に牧草を提供したウォータ・メドウズの導入によるところが大き
い，と考えることができる。
２	 Davis, Thomas, A General View of the Agriculture of the County of Wilts, London, 1811, passim; Little, Edward, “Farming 
of Wiltshire,” Journal of the Royal Agricultural Society of England, Vol.5, 1845, pp.168.; Caird, James, English Agriculture in 




























3 3 3 3 3 3 3 3 3
則正しい羊欄が穀物栽培を可能にした
3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3
。農場は完全に羊のために切り盛りされていたよ
３ Caird, English Agriculture in 1850-51, p.63.
４ 前掲拙稿「イギリス農業革命はどのようにとらえられるべきか」17－18頁；佐藤俊夫『イギリス農業経営史
論』（農林統計協会，1991年）第３章。
５ Street, Farmer’s Glory, pp.32-33.
６ Ibid., p.36.
羊欄とはなにか　─ 國方
― 17 ―
うに常々わたしには思われたし，［農場で働く］人びとのほとんどは，その結果として
の羊飼いの強い立場に嫉妬していた。（強調点，國方）
この一文から，20世紀に入ってもウィルトシァの丘陵地帯では，羊欄を抜きにしての穀作は
考えられなかったとみてよかろう。しかしその一方で，ストリートはつぎのように嘆いてもい
る７。
この時期［２月・３月］までにあなたの羊は出産し，ルタバガとケイルを羊欄で食べて
いるであろう。７月のおわりまでに，あなたはかれら羊を飼育する（keep）ために植
えられたライムギなどの食い扶持（keep）を十分に手に入れるだけで，あなたはそれ
を10月には羊に与える。かれらはその時からアブラナとカブをほしがるだろうから，４
月にかれらがルタバガとケイルを食べるにつれ，馬たちがかれらのあとにしたがって
［畑を耕し］，あなたはアブラナとカブを播かなければならない。
しかし次の冬はどうだろうか？あなたは，羊の群れのためにルタバガとケイルが必要
であろう。だから，かれら羊たちが５月，６月，７月と，ライムギ，冬播きオオムギ，
そしてソラマメを食べるにつれ，かれらを追いかけて犂とハロゥを動かさなければなら
ないし，来る冬に備えルタバガとケイルを作付けしなければならない。
それは毎年毎年つづく，羊の群れにえさを与えるための間断のない，絶望的な努力。
羊！羊！いつも羊だった。あなたの生活はかれら羊に支配され，農場全体がかれらを中
心にして回っていたのだ……（後略）……
＊本稿を執筆するに当たり，Google Booksによって閲覧できた書籍もある。ここに記してお
きたい。
＊本稿は，科学研究費基盤研究（Ｃ）「イギリス農業革命研究の残された課題：農業は人口増
大にどのようにして応えたのか」（研究代表者：國方敬司，課題番号： 23530403））による
研究成果の一部である。
７ Ibid., p.42.
